
外国人材に関する勉強会
「技能実習生及び特定技能１号の実体験から感じたこと」

1.【技能実習生契約時】
※監理団体−アイムジャパン（公益財団法人国際人材育成機構）との契約
※契約に関する書類作成と３年間の費用

2.【技能実習生受入時】
※受入会社の人材と資格
※技能実習の流れと受入会社の準備するもの

3.【現場技能実習時】
※技能実習にあたっての制約
※技能実習にあたっての取り組み方

4.【特定技能１号・２号への移行】
※技能実習生から特定技能１号への移行
※特定技能１号から2号への移行



























3.【現場での技能実習】
※技能実習にあたっての制約
1.基本実習計画書に記載のない作業はさせてはいけない
2.習得しようとしている技能作業はそれに付随する
特別教育等を受講した後でないと作業してはいけない

3.日曜出勤及び夜勤は原則禁止（残業時間にも規制有）

※技能実習にあたっての取り組み方
1.指導員及び作業員は決して実習生の
身体を「たたいたり・どついたり」してはいけない

2.指導員及び作業員は身体的特徴及び母国、宗教等の個人の
プライバシーを傷つけるような言動をしてはいけない。

3.実習指導員は指導中に起こったトラブルを放置せず
早めに解決する。



4.実習指導員はトラブルの解決する時は、中立の立場で
対応する

5.実習指導員はトラブルがあった時は、その内容を
技能実習責任者に報告する

6.技能実習責任者は実習中に起きたトラブルに対し、
実習指導員及び作業員、実習生を交えたミーティングを行い
再発防止に努める（この場合も必ず中立の立場で対応する）

7.技能実習責任者・実習指導員・作業員・実習生は、
お互いを理解し、尊重しあう












